
ふ
か
や
市
議
会
だ
よ
り
（
第
12
号　

平
成
20
年
11
月
1
日
発
行
）
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〈
議
会
あ
れ
こ
れ
「
委
員
会
っ
て
な
ぁ
に
？
」
…
議
会
が
地
方
公
共
団
体
の
事
務
に
関
す
る
調
査
や
議
案
等
の
審
査
を
行
わ
せ
る
た
め
、
条
例
で
常
設
し
て
い
る
委
員
会
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。〉

－－－－－－－－－－

�

問  

文
化
振
興
事
業
で
予
算
額
に
対
し

て
支
出
が
少
な
か
っ
た
の
は
な
ぜ
か
。

答  

大
き
な
部
分
で
は
、
公
共
ホ
ー
ル

活
性
化
支
援
事
業
及
び
本
物
の
舞
台
芸

術
体
験
事
業
を
委
託
事
業
と
し
て
行
っ

て
い
ま
す
が
、
こ
の
委
託
事
業
費
が
節

約
で
き
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

問  

奨
学
資
金
支
給
事
業
に
お
い
て
、

何
人
の
希
望
者
が
あ
り
、
実
際
に
支
給

さ
れ
な
か
っ
た
の
は
何
人
か
。

答  

平
成
19
年
度
に
つ
い
て
は
、
31
人

の
申
請
が
あ
り
、
条
例
に
従
い
、
選
考

委
員
会
で
審
査
を
行
っ
た
結
果
、
22
人

と
い
う
答
申
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

問  

岡
部
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
は
ど

の
よ
う
な
管
理
を
し
て
い
た
の
か
。
現

在
を
含
め
て
、
異
物
混
入
後
管
理
が
変

わ
っ
た
の
で
あ
れ
ば
、
ど
の
よ
う
に
改

善
さ
れ
た
の
か
。

答  

契
約
書
や
仕
様
書
の
中
で
、
器
具

ご
と
に
行
う
日
常
の
点
検
業
務
、
あ
る

い
は
清
掃
・
消
毒
等
の
作
業
等
を
定
め
、

文
書
化
し
た
も
の
に
基
づ
い
て
行
っ
て

い
ま
す
。

問  

生
活
保
護
費
に
つ
い
て
、
労
働
意

問  

定
員
適
正
化
計
画
と
現
在
の
進
行

状
況
及
び
分
析
に
つ
い
て
。

答  

適
正
化
計
画
で
は
、
平
成
18
年
度

か
ら
27
年
度
ま
で
の
10
年
間
で
２
２
９

名
削
減
し
職
員
数
を
１
０
９
８
人
と
す

る
計
画
で
す
が
、
３
カ
年
で
１
３
８
人

の
削
減
で
既
に
約
６
割
が
達
成
さ
れ
て

ま
す
。
定
年
退
職
の
ほ
か
、
勧
奨
退
職

者
が
あ
る
が
、
定
年
退
職
の
前
倒
し
で

あ
り
、
特
に
問
題
は
あ
り
ま
せ
ん
。
毎

年
20
人
を
基
礎
と
し
て
採
用
し
て
お
り
、

職
員
構
成
も
よ
い
方
向
に
な
り
ま
す
。

問  

地
方
交
付
税
の
う
ち
合
併
算
定
替

え
が
占
め
る
割
合
は
？

答  

普
通
交
付
税
42
億
６
２
６
９
万
円

の
う
ち
16
億
８
５
９
４
万
円
で
す
。
合

併
後
５
年
間
で
毎
年
２
億
５
千
万
円
が

算
入
さ
れ
ま
す
。
特
別
交
付
金
に
つ
い

て
は
３
カ
年
で
約
７
億
１
５
０
０
万
円
、

平
成
18
年
度
50
％
、
19
年
度
30
％
、
20

年
度
20
％
で
す
。

問  

市
債
発
行
の
う
ち
、
民
間
資
金
の

引
き
受
け
先
選
定
に
つ
い
て
。

答  

金
融
機
関
か
ら
10
社
中
９
社
か
ら

見
積
り
を
徴
取
し
選
定
し
ま
す
。
一
番

欲
を
持
た
せ
る
た
め
の
施
策
は
。

答  

就
労
指
導
に
つ
い
て
は
、
平
成
19

年
度
に
お
い
て
は
、
専
門
の
職
員
を
配

置
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、
ケ
ー

ス
ワ
ー
カ
ー
や
査
察
指
導
員
が
就
労
指

導
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
ほ
か
の

ケ
ー
ス
を
抱
え
な
が
ら
の
指
導
で
し
た

の
で
、
十
分
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

平
成
20
年
度
か
ら
は
、
非
常
勤
で
は
あ

り
ま
す
が
、
専
門
の
就
労
指
導
員
を
配

置
し
て
い
ま
す
。

問  

生
活
保
護
の
基
準
に
違
反
し
た
場

合
の
確
認
は
だ
れ
が
行
っ
て
い
る
の
か
。

答  

生
活
保
護
の
受
給
開
始
時
点
で
、

本
人
が
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事

項
等
に
つ
い
て
説
明
を
行
っ
て
お
り
、

一
義
的
に
は
本
人
か
ら
の
申
し
出
を

大
事
に

す
る
よ

う
に
と
、

国
か
ら

指
導
を

受
け
て

い
ま
す
。

低
い
利
率
が
１
・
05
％
。
現
在
借
り
て

い
る
市
債
で
高
金
利
な
も
の
は
昭
和
59

年
の
利
率
７
・
１
％
で
す
が
、
本
年
９

月
30
日
で
償
還
が
終
わ
り
ま
す
。

問  

臨
時
財
政
対
策
債
は
１
・
３
％
と

高
い
。
財
務
省
以
外
で
の
借
入
は
？

答  

民
間
資
金
は
10
年
、
財
務
省
資
金

は
20
年
償
還
で
、
14
億
円
の
多
額
な
借

り
入
れ
に
つ
い
て
は
、
単
年
度
ご
と
の

負
担
軽
減
す
る
た
め
政
府
資
金
の
選
択

と
な
り
ま
し
た
。

問  

新
庁
舎
建
設
準
備
事
業
内
容
は
？

答  

関
連
法
規
、
基
準
等
に
か
か
わ

る
制
約
事
項
に
つ
き
検
討
す
る
も
の
で
、

今
後
の
新
庁
舎
建
設
に
か
か
わ
る
課
題

等
を
整
理
し
ま
す
。
基
礎
調
査
委
託
料

１
９
４

万
６
千

円
、
先

進
地
視

察
旅
費

５
万
４

千
円
の

補
正
予

算
で
す
。

委員長
柴崎　重雄
副委員長
小川真一郎
委員
富田　　勝
倉上　由朗
今村　三治
橋本　設世
飯野　　広
永田　勝彦

委員長
宇多村春惠
副委員長
馬場　　茂
委員
五間くみ子
江原久美子
新井　愼一
小森　秀夫
田島　信吉
松本　政義
吉岡　信彦

委員長
加藤　利江
副委員長
吉田幸太郎
委員
清水　　睦
清水　健一
中矢　寿子
髙田　博之
栗原　征雄
加藤　温子
新井　　清

委員長
三田部恒明
副委員長
須藤　邦男
委員
石川　克正
仲田　　稔
田嶋　　均
今井　俊雄
中村　和男

建
設
委
員
会

市
民
環
境

産
業
委
員
会

福
祉
文
教

委

員

会

総
務
委
員
会

問  

住
環
境
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ

ン
化
促
進
事
業
の
助
成
金
交
付
件
数
は
、

年
間
１
５
０
件
を
目
標
に
し
て
い
た
が
、

実
際
は
１
１
８
件
で
あ
っ
た
。
目
標
に

達
し
な
か
っ
た
原
因
は
ど
う
な
の
か
。

答  

こ
れ
は
、
市
民
か
ら
の
申
請
に
基

づ
き
、
審
査
し
、
助
成
金
を
交
付
す
る

事
業
で
あ
る
た
め
、
想
定
件
数
と
実
際

の
件
数
に
差
が
出
て
し
ま
い
ま
す
。
今

回
目
標
値
に
達
し
な
か
っ
た
の
は
、
市

民
の
需
要
が
そ
こ
ま
で
な
か
っ
た
た
め

で
す
。
年
２
回
、
広
報
を
通
じ
チ
ラ
シ

等
を
毎
戸
配
布
し
た
り
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
モ
バ
イ
ル
サ
イ
ト
に
掲
載
す

る
な
ど
Ｐ
Ｒ
に
努
め
て
き
ま
し
た
が
、

今
後
も
多
く
の
方
々
に
制
度
を
利
用
い

た
だ
く
た
め
の
手
法
を
考
え
て
い
き
ま

す
。

問  

レ
ン
ガ
の
ま
ち
づ
く
り
事
業
は
順

調
に
進
ん
で
い
る
の
か
。

答  

こ
の
事
業
は
、
レ
ン
ガ
等
を
使
用

し
た
建
築
物
の
建
築
主
に
、
奨
励
金
を

交
付
す
る
こ
と
で
レ
ン
ガ
の
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
す
る
も
の
で
す
。
平
成
８
年

か
ら
今
ま
で
申
請
が
40
件
あ
り
、
こ
の

問  

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
今
後

の
見
通
し
は
。

答  

高
齢
化
社
会
の
進
行
に
伴
い
受
け

皿
と
し
て
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

問  

高
品
質
堆
肥
製
造
施
設
に
つ
い

て
、
コ
ス
ト
が
か
か
り
過
ぎ
で
は
な
い

か
。答  

支
出
総
額
の
46
％
が
修
繕
料
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

問  

砂
ぼ
こ
り
対
策
の
今
後
の
取
り
組

み
は
。

答  

抜
本
的
対
策
の
必
要
性
を
認
識

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
地
域
と
一
体
と

な
っ
て
対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
。

問  

人
間
ド
ッ
ク
助
成
事
業
で
75
歳
以

上
の
方
は
い
た
か
。

答  

13
名
お
り
ま
し
た
。

問  

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
対
策
事
業
で
費
用

対
効
果
を
考
慮
し
た
規
模
の
変
更
を
検

討
し
て
い
る
の
か
。

答  
調
査
箇
所
を
減
ら
す
な
ど
事
業
内

容
に
つ
い
て
検
討
を
し
て
お
り
ま
す
。

請
願
第
12
号　

協
同
労
働
の
協
同
組
合

法
（
仮
称
）
の
速
や
か
な
制
定
を
求
め

う
ち
32
件
を
指
定
し
ま
し
た
。
し
か
し
、

外
壁
に
レ
ン
ガ
等
を
使
用
す
る
こ
と
は

個
人
の
好
み
の
問
題
で
あ
る
た
め
指
定

建
築
物
は
市
内
に
点
在
し
て
お
り
、
ま

だ
ま
だ
街
並
み
の
形
に
な
っ
て
い
ま
せ

ん
。
今
後
も
Ｐ
Ｒ
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

問  

平
成
20
年
度
公
共
下
水
道
事
業
補

正
予
算
で
歳
入
の
受
益
者
負
担
金
の
増

額
補
正
の
理
由
は
ど
う
な
の
か
。

答  

受
益
者
負
担
金
を
１
年
一
括
ま
た

は
５
年
一
括
で
納
付
し
た
場
合
、
報
償

金
が
支
払
わ
れ
ま
す
。
一
括
納
付
の
希

望
を
と
っ
た
と
こ
ろ
、
想
定
よ
り
も
多

か
っ
た
た
め
、
そ
の
分
を
増
額
さ
せ
て

い
た
だ
く
も
の
で
す
。
な
お
歳
出
の
総

務
費
一
般
管
理
費
で
一
括
納
付
に
対
す

る
報
償

金
１
６

０
万
６

千
円
を

追
加
さ

せ
て
い

た
だ
い

て
お
り

ま
す
。

る
意
見
書
提
出
を
求
め
る
請
願

　
　
　

協
同
組
合
に
参
加
す
る
す
べ
て

の
組
合
員
が
協
同
で
出
資
・
経
営
・
働

く
形
を
と
っ
て
お
り
、
新
し
い
形
の
労

働
形
態
が
増
え
る
こ
と
は
よ
い
こ
と
で

あ
る
。
本
請
願
は
採
択
す
べ
き
も
の
と

考
え
る
。

請
願
第
14
号　

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

の
さ
ら
な
る
普
及
促
進
を
求
め
る
意
見

書
提
出
へ
の
請
願

　
　
　

天
然
資
源
に
乏
し
い
日
本
に

と
っ
て
化
石
燃
料
に
よ
ら
な
い
新
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
導
入
普
及
は
、
地
球
温
暖
化

防
止
問
題
に
も
真
剣
に
取
り
組
む
も
の

で
あ
る
。

本
請
願

は
採
択

す
べ
き

も
の
と

考
え
る
。

意
見

意
見

各委員会では付託された議案及び請願について審査しました。主な質疑について報告します。
（なお、本文は各委員会委員長が執筆したものを編集し、掲載しております）委 員 会委 員 会 から報告します
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